
 
No.１４ 平成１４年１０月１６日 クラブからは島津禮次さんと橋本秀雄さんが功労者と

して表彰をお受けになりましたことを皆さんに御紹介

致します。どうぞ、ニコニコの方を宜しくお願い致し

ます。 

 
本  日  の  卓   話 
１０ 月 １６ 日 （水） 
｢日 米 の 企 業 不 祥 事｣ 
掛 谷 建 郎 会 員 

 扨、不況がどんどんと進んでいる加減か、大阪では

ホームレスが全国で一番多く、約 10,000 人を超え、
その 30％が野外キャンプを張ってキャンプ生活をし
ているようです。これに対して役所の方も更正の為、

いろいろの対策を考えているようで、税金が使用され

て行きます。これらキャンプ生活者の中には 10 年を
超える者も居るようであり、どうにもしょうがない状

態です。 

 
■例 会 記 録 
第２１１７ 回例会 １０月 ９日（水）晴       
●ロータリーソング「 四つのテスト」斉唱  
●ゲスト・スピーカーご紹介 
 リザ・ムヒダ様（米山奨学生）  昨日の新聞を見ますと、東証第一部の上場会社で株

価が 100円以内になっている先が、170社を超え、そ
して 50円の額面割れ、10円、20円等の非常に危ない
会社が 53 社にもなり、今後の株価や日本経済のあり
方が、非常に危機的な状態になって来ました。 

 
※9月ホームクラブ皆出席 
 秋山、藤井、橋本（淳）、橋本（陽）、掛谷、簡、久

保、松尾、森下、長澤、中江、中西、野田、大森、

坂井、高田、山田、山口、吉江  我々の周辺にも各地にて倒産、廃業、転業、その他

ジリ貧状態の企業が激増しており、新内閣がよほどの

積極的な経済対策を取らない限り、相当、経済がしぼ

み諸情勢が悪化して行きます。 

 
■会 長 の 時 間         藤井 實会長 
 皆さん今日は。本日は米山奨学生、リザ・ムヒダ氏

の御出席をいただき、卓話をして頂きます。2002年度、
全国ロータリークラブ各地区での奨学生受入数はトー

タルで 1,000人であり、2660地区では 49人の受入と
なっており、累計では 568人に対応して来ました。 

 我々ロータリアンとしても茲は是非ともしっかりと

デフェンスを固めると共に、新しい分野や仕事に注力

し、ピンチをチャンスに変えて行くことが、肝要な時

となってまいりました。 
  これらの米山奨学生が各々勉強をされ、やがて各国

に帰られて、国際的にもいろいろと大きな活躍をされ

ており、リザ・ムヒダ氏の本日のお話にも期待が高ま

っております。 

■幹 事 報 告          中西 勝幹事 
１、藤井会長にベネファクターの彰賞が届きました 
２、例会変更（北摂１１ＲＣの例会変更） 
高槻ＲＣ：１０/３０（水）休会  今週の月曜日には、茨木商工会議所主催にて、本年

度の産業功労者等の表彰式が行われ、茨木ロータリー １１/１３（水） 移動例会 家族会 
  １２/２３（祝）17：00 クリスマス家族会     

※ビジター受付あり ■出 席 報 告 
第２１１７ 回例会 前々回（第２１１５ 回） 

会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率 

 ４０ (1５) 17 8 68 ％ 1 96 ％ 

３、ＲＩ及び２６６０地区連絡事項 
１）グリーン購入セミナーの案内  

10/12（土）13：00～15：00 



於：布施駅前 リージョンセンター５Ｆ 
２）環境フェスティバル２１の案内  

11/9/10（土、日）10：00～16：00   
 於：万博記念公園  
３）ガバナー月信 10 月号「意義ある業績賞」提出締
切は 12月 26日（木） 
４、茨木市、他ＲＣよりの依頼事項 
１）３ＲＣローターアクト特別委員会の案内 10/11
（金）19：00～  於：クリエイトセンター  
５、理事会報告 
１) １１月度プログラムの件        承認 
２) 会計報告（７月～９月）の件      承認 
３) 台北西北ＲＣ訪問の件 
日程 １１／１９（火）、２０(水)、２１（木）
で台北西北ＲＣと調整する      承認 

４） 指名委員会委員の件 
野口委員長,野田,高島,藤井,中西とする   承認 

５） ニコニコキャンプの件 
日程 ８／８(金)，９(土)，１０（日） 
場所 茨木市青少年野外活動センターは決定 
大阪淀川ＲＣの報告書を入手してから詳細検

討する。茨木東ＲＣ、茨木西ＲＣにも協力依頼

にいく。                    承認  
６） 茨木３ＲＣ共同社会奉仕事業の件 
年度途中で多額の予算を使う事業は出来ない

ので茨木市のコミュニテイーセンターに時計

を設置する案は断る。茨木３ＲＣ社会奉仕委員

長 で 至 急 打 ち 合 わ せ 会 を ひ ら く 。   

承認 
     

７） 田中会員の出席免除の申請       承認 
８） 新入会員 梶山譲次氏の件       承認 
９） その他 
① 佐藤会員の会費の件は改正推薦者の野口会員

に確認してもらう           承認 
② 事務局10/21 (月)を休み30 日(水)に出勤 承認 
③   クラブアッセンブリーは例会時間でやらないこ

とに決められている。例会時間を使うのであれ

ば最低３０分は延長するべきである。１１月度

から実施する             承認 
 
■委 員 会 報 告 
米山奨学委員会         島津禮次委員長 
今月は米山月間です。先週皆様のポストに米山寄附

状況をお知らせしております。よろしくお願いします。 
去る 10月 6日（日）、地区米山奨学生レクレーショ
ンで長澤会員と、ムヒダさんご一家に付き添い、宝塚

歌劇を観劇しました。その後の懇親会で、特に米山Ｏ

Ｂから、経済上の心配をせず勉学に勤しむことができ

非常に良かったという報告があり、皆様の浄財が本当

に生きていると実感できました。どうか、皆様のご協

力をお願い致します。 

 
国際奉仕委員会         久保義誓委員長 

11月 19～21日（火～木）、2泊 3日で台北西北ＲＣ
を訪問します。御家族もご一緒に多数のご参加をお願

いします。詳細は回覧しておりますが行程は未定です。 
ニコニコキャンプについて 
 茨木ＲＣがホストのニコニコキャンプは、茨木市青

少年野外活動センターで実施出来るようになりました。 
 
■米山記念奨学会寄附報告 
 橋本（陽）、簡、中江、大森、島津、高田、山田 
 各会員より頂きました 
  本日までの累計  ２７０，０００円   
 
 
■卓  話     
大阪大学大学院基礎工学研究科物理系専攻 
電子光工学分野       リダ  ムヒダ氏 

「日本で学ぶことと国際交流」 
自己紹介 
1969年 3月 28日ジャカルタに生まれる 
現住所：茨木市新郡山 1－23―504 
趣味：映画を見ること  
家族：妻（エルピリナ）、息子（ラカ エフリザ４ケ月） 
研究テーマ：薄膜多結晶シリコン太陽電池の研究開発 
インドネシア共和国について 
面積：日本の約５倍、  
人口：約 2億 1,300万人 
首都：ジャカルタ、  
言語：インドネシア語 
宗教：イスラム教 8９％、キリスト教９％、ヒンドｳ
教２％、 
通過単位：ルピア（ＲＰ） 
赤道周辺の 13,700 の島からなる国で、その内 6,000
の島に人が住んでいる。300ほどの民族からなる多民
族国家で、250種類以上の言語があるがインドネシア
語を共通の言葉として小学校から教育している。 
気候：熱帯、湿度が高い（1年中 25－30度） 
天然資源：石油、天然ガス、ニッケル、木材、肥沃な

土壌、石炭、金、銀、銅、 
日本に来る前と今までのこと 
1989 年からインドネシアのバンドン工科大学におい
て、太陽エネルギーシステム工学を勉強し、1995 年
10月 21日卒業。太陽エネルギーシステムの勉強を続
けるため大学院に進学する。 
日本への留学を決意した理由は 
１． 日本の科学と技術がｱﾒﾘｶ、ﾖｰﾛｯﾊﾟに負けない 
２． 日本の研究と太陽電池の生産は世界で 2番目 



３． インドネシアから近い：距離、食べ物、文化 
1996年 3月来日、1996年 4月静岡市の日本語学校入
学、1998年 4月大阪大学大学院入学、1999年 4月大
学院修士課程入学、2001年 4月大学院博士課程入学、
現在博士課程 2年次です。 
自分の研究 
近年、二酸化炭素をはじめとする、温室効果ガスによ

って、地球の温暖化が問題になっているのは、今更言

うまでもありません。では、二酸化炭素を減らすには

どうすればいいのでしょうか。我々は化石燃料の、燃

焼エネルギーによるエネルギー生成に変わる、環境に

優しいエネルギー源として、太陽エネルギーに着目し

ています。太陽エネルギーは、無尽蔵に地球に降りそ

そがれてきますが、これを電気に変換する非常に重要

な働きを持っているのが太陽電池なのです。現在では、

太陽電池を用いた家庭用発電システムも販売されてお

り、次第に世界の関心が高まっていることは事実です

が、やはりその値段が高いことなどから、購入に踏み

切れない人が多いというのが実状です。政府による保 
証金制度もありますが、太陽光発電がさらに普及する 
ためには大幅なコストの削減が必要なのです。太陽電

池に当たった光のうち、どれだけを電気エネルギーと

して取り出せるか、という意味の「変換効率」が高い

ものを目指すことはもちろんですが、それを「どれだ

け安く作れるか」も同じくらい重要なことなのです。 
国際交流活動について 
習慣などをもっと深く理解する事と思います。また、 
日本にいる間に色々なことを知りたい、日本の文化や 
自分の国の文化を紹介し、日本の文化とインドネシア

の文化を交流します。世界平和を作るために、人間関

係がよくなる、又誤解が少なくなるように、特に別の

国、文化、言語など交流活動をやることが必要と思い

ます。 
今までの国際交流活動 
日本の学校でインドネシア文化を紹介。 
 
■ニ コ ニ コ 箱               松尾副 S．A．Ａ 
※ホームクラブ皆出席   秋山、藤井、橋本（淳）

橋本（陽）、久保、松尾、中江、中西、野田、大森、

坂井（純）、高田、山田、山口、吉江 
※産業功労賞を頂いて          橋本（秀） 
※ポリオ撲滅のために            今村 
※茨木商工会議所から産業功労者表彰を受けて 島津 
※赤い羽根募金  ￥１３，０００ 
 
本日計６２，０００円  累計 ６６５，０００円 

 

■次 回 卓 話 
 「ハムとロータリー」 
             野口健一会員 

 


